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ま
た
、
地
域
住
民
及
び
地
元
の

関
係
団
体
に
対
し
て
も
丁
寧
な
説

明
を
行
い
、
十
分
な
理
解
を
得
る

よ
う
に
努
め
、
地
域
住
民
へ
の
生

活
環
境
へ
の
影
響
を
可
能
な
限
り

回
避
又
は
十
分
に
低
減
し
、
環
境

保
全
等
に
対
し
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

２
　
騒
音・
超
低
周
波
音

　

本
市
に
は
、
事
業
実
施
想
定
区

域
か
ら
風
車
の
影
響
が
及
ぶ
と
さ

れ
る
2.0
㎞
の
範
囲
内
に
、
多
数
の

住
居
や
環
境
配
慮
施
設
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
騒
音
及
び
超
低
周
波
音

に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
切
に
調

査
、
予
測
及
び
評
価
を
行
い
、
環

境
へ
の
影
響
を
回
避
又
は
十
分
に

低
減
で
き
る
よ
う
必
要
な
保
全
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

３
　
風
車
の
影

　

本
市
に
は
、
事
業
実
施
想
定
区

域
か
ら
風
車
の
影
響
が
及
ぶ
と
さ

れ
る
2.2
㎞
の
範
囲
内
に
、
多
数
の

住
居
や
環
境
配
慮
施
設
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
風
車
の
影
に
よ
る
生
活

環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
適
切
に
調
査
、
予
測
及

び
評
価
を
行
い
、
環
境
へ
の
影
響

を
回
避
又
は
十
分
に
低
減
で
き
る

よ
う
必
要
な
保
全
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

４
　
景
観

　
（
１
）
本
市
の
海
洋
を
眺
望
す
る

景
観
資
源
は
、
神
子
元
島
や
伊
豆

諸
島
な
ど
広
範
囲
に
渡
り
、
眺
望

点
も
沿
岸
地
域
か
ら
市
街
地
、
山

間
の
上
部
な
ど
多
岐
に
渡
る
。
元

旦
に
は
多
数
の
市
民
・
観
光
客
が

海
岸
線
を
訪
れ
て
ご
来
光
を
望
ん

だ
り
と
、
四
季
折
々
、
市
内
各
地

点
か
ら
洋
上
の
景
観
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
海
そ
の
も
の

が
観
光
・
景
観
資
源
を
形
成
し
て

い
る
。
本
事
業
の
実
施
に
よ
り
眺

望
景
観
へ
の
重
大
な
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
風
力
発
電
設

備
等
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
適

切
に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
行

い
、
景
観
へ
の
影
響
を
回
避
又
は

十
分
に
低
減
で
き
る
よ
う
必
要
な

保
全
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
（
２
）
景
観
の
予
測・
評
価
結
果

に
つ
い
て
は
、
画
像
等
を
用
い
て

視
覚
的
に
景
観
状
況
を
示
す
こ
と
。

５
　
文
化
財

　
（
１
）
事
業
実
施
想
定
区
域
内
に

所
在
す
る
神
子
元
島
は
、
国
指
定

史
跡「
神
子
元
島
燈
台
」
が
所
在

し
、
ま
た
国
指
定
天
然
記
念
物

「
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
」
の
営

巣
地
と
も
な
っ
て
い
る
。
神
子
元

島
周
辺
に
風
力
発
電
機
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
神
子
元
島

燈
台
」
の
文
化
財
的
景
観
を
大
き

　

下
田
市
と
南
伊
豆
町
の
沖
合
で

東
京
都
内
に
あ
る
パ
シ
フ
ィ
コ
・

エ
ナ
ジ
ー（
株
）が
計
画
し
て
い
る

大
規
模
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
つ

い
て
、
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ

く
環
境
影
響
評
価（
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
）
の
手
続
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

環
境
影
響
評
価
の
手
続
は
、
私

た
ち
の
身
近
に
あ
る
自
然
環
境
や

生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
の
あ
る
大
規
模
な
事
業
に
対
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
、
事
業
者
自
ら

が
環
境
影
響
調
査
を
基
に
、
事
業

影
響
に
よ
る
予
測
・
評
価
を
行
い
、

環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見

を
広
く
聴
い
た
上
で
、
環
境
に
よ

り
配
慮
し
た
事
業
計
画
を
つ
く
り
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

　

現
在
、
そ
の
最
も
初
期
の
段
階

の「
計
画
段
階
環
境
配
慮
書（
配
慮

書
）」
の
手
続
が
行
わ
れ
て
お
り
、

９
月
９
日
に
下
田
市
長
か
ら
静
岡

県
知
事
に
配
慮
書
に
関
す
る
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
８
日
か
ら
11
月
25

日
ま
で
、
各
地
区
で
開
催
し
た

「
市
長
と
語
る
会
」
で
、全
参
加
者

２
８
７
名
中
４
名
の
方
か
ら
、
大

規
模
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
関
す

る
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
か
ら
県
に
提
出
し

た
意
見
書
を
公
表
し
て
い
ま
す
の

で
そ
の
内
容
及
び
こ
の
事
業
が
今

後
ど
の
よ
う
な
手
続
に
入
る
か
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

提
出
し
た
意
見
書
の
全
文
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

静
岡
県
知
事
　
川
勝
　
平
太
　
様

下
田
市
長
　
福
井
　
祐
輔

「（
仮
称
）
パ
シ
フ
ィ
コ・
エ
ナ
ジ
ー

南
伊
豆
洋
上
風
力
発
電
事
業
計
画

段
階
環
境
配
慮
書
」
に
関
す
る
意

見
に
つ
い
て（
回
答
）

　
令
和
元
年
８
月
９
日
付
け
環
生

第
１
５
７
号
に
よ
り
照
会
の
あ
り

ま
し
た
件
に
つ
き
ま
し
て
、
静
岡

県
環
境
影
響
評
価
条
例
第
37
条
の

２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
の

保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
、
別

紙
の
と
お
り
提
出
い
た
し
ま
す
。

（
仮
称
）
パ
シ
フ
ィ
コ
・
エ
ナ
ジ
ー

南
伊
豆
洋
上
風
力
発
電
事
業
計

画
段
階
環
境
配
慮
書
に
関
す
る
意

見
書

１
　
総
括
的
事
項

　

本
事
業
は
下
田
市
・
南
伊
豆
町

の
沖
合
に
お
い
て
、
５
，
０
０
０

〜
１
２
，
０
０
０
kw
程
度
の
風
力

発
電
機
を
区
域
内
に
最
大
１
０
０

基
設
置
し
、
総
出
力
最
大
50
万
kw

　
（
２
）
地
震
動
自
体
に
よ
る
倒
壊

な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
海
底
地
質
を

把
握
す
る
た
め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
に
つ
い
て
は
、
海
底
活
断
層
の

有
無
に
関
し
て
も
適
切
に
予
測
及

び
評
価
を
行
い
、
必
要
な
対
策
を

講
ず
る
こ
と
。

７
　
海
況
の
変
化

　
（
１
）
着
床
式
の
大
型
風
力
発
電

設
備
の
構
築
に
よ
り
、
潮
流
に
変

化
が
生
じ
、
天
草
等
沿
岸
の
海
藻

類
の
生
態
系
あ
る
い
は
魚
の
回
遊

等
、
海
中
の
環
境
変
化
へ
の
重
大

な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

適
切
に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を

行
い
、
環
境
へ
の
影
響
を
回
避
又

は
十
分
に
低
減
で
き
る
よ
う
必
要

な
保
全
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
（
２
）
工
事
に
伴
う
海
水
の
濁
り
、

建
設
に
よ
る
海
流
の
変
化
、
稼
働

後
の
騒
音
、
振
動
、
超
低
周
波
音

及
び
水
中
音
等
に
よ
る
漁
場
へ
の

悪
影
響
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
及

び
専
門
機
関
等
の
意
見
を
求
め
、

適
切
に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を

実
施
す
る
こ
と
。

８
　
そ
の
他

　
（
１
）
神
子
元
島
灯
台
は
、
文
化

財
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
役
で
稼

働
す
る
灯
台
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。
風
車
の
設
置
に
よ
り
灯
台
機

能
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
灯
台
機
能
に
支
障
を
来
す

く
損
ね
る
こ
と
や「
カ
ン
ム
リ
ウ

ミ
ス
ズ
メ
」
の
生
態
系
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
風
車

の
配
置
等
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

神
子
元
島
に
所
在
す
る
文
化
財
へ

の
影
響
に
配
慮
し
た
計
画
の
立
案

を
行
う
こ
と
。

　
（
２
）
下
田
市
沖
は
こ
れ
ま
で
の

文
献
等
の
資
料
調
査
に
よ
り
、
難

破
船
や
沈
没
船
に
関
す
る
記
載
が

あ
る
こ
と
か
ら
、「
水
中
遺
跡
」
が

所
在
す
る
可
能
性
が
高
い
。
平
成

29
年
10
月
31
日
付『
水
中
遺
跡
保

護
の
在
り
方
に
つ
い
て
』（
報
告
）

（
水
中
遺
跡
調
査
検
討
委
員
会

文
化
庁
）
に
よ
る
と
、「
水
中
遺

跡
」
は
文
化
財
保
護
法
に
お
け
る

「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と
同
様

に
取
り
扱
う
方
針
を
明
確
に
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら「
水
中

遺
跡
」
が
本
事
業
の
計
画
中
又
は

開
発
中
に
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、

法
令
に
則
っ
た
手
続
を
す
る
こ
と
。

６
　
防
災

　
（
１
）
最
大
33
ｍ
と
想
定
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
津

波
の
襲
来
や
、
台
風
に
よ
る
想
定

を
超
え
る
暴
風
等
の
自
然
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
風
力
発
電
設
備

の
倒
壊
、
流
出
、
故
障
、
陸
地
へ

の
影
響
等
に
つ
い
て
も
、
適
切
に

予
測
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
な

対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

を
発
電
す
る
発
電
所
を
建
設
す
る

大
規
模
な
洋
上
風
力
発
電
事
業
で

あ
る
。

　

伊
豆
半
島
は
、
全
域
が
富
士
箱

根
伊
豆
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
を
受
け
る
な
ど
、

国
内
で
も
有
数
の
希
少
か
つ
豊
か

な
自
然
環
境
を
有
す
る
半
島
で
あ

る
。
半
島
の
南
部
に
位
置
す
る
本

市
は
、
海
を
中
心
と
し
た
豊
か
な

自
然
環
境
を
活
か
し
て
観
光
を
主

幹
産
業
と
す
る
と
と
も
に
、
豊
富

な
漁
業
資
源
を
有
す
る
海
域
を
持

ち
、
水
産
拠
点
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、ダ
イ
ビ
ン
グ
等
海
洋
レ
ジ
ャ
ー

の
拠
点
に
も
な
っ
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
海
の
存
在
と
地
域
住
民

と
の
つ
な
が
り
は
生
活
全
般
に
わ

た
っ
て
広
く
、
深
く
根
付
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
本
市
の
財
産
と
も
い
え
る

自
然
環
境
や
、
市
民
の
生
活
環
境

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

強
く
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

上
記
を
踏
ま
え
、
本
事
業
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
本
事
業
の
実

施
想
定
区
域
が
漁
業
権
の
設
定
範

囲
と
重
複
す
る
こ
と
か
ら
、
伊
豆

漁
業
協
同
組
合
や
水
産
業
関
係
者

等
に
対
し
て
事
業
内
容
の
説
明
や

周
知
を
十
分
に
行
い
、
同
意
を
求

め
る
こ
と
。

こ
と
が
な
い
か
適
切
に
調
査
、
予

測
及
び
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
。

　
（
２
）
下
田
沖
の
海
域
は
、
常
に

大
小
多
数
の
船
舶
が
往
来
し
、
下

田
港
か
ら
も
多
数
の
漁
船
や
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、
神
津
島
等
伊
豆

諸
島
へ
の
客
船
や
巡
視
船
等
の
大

型
の
船
舶
も
出
入
り
し
て
い
る
。

風
車
の
設
置
に
よ
り
船
舶
航
行
に

支
障
を
来
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
船
舶
航
行
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
適
切
に
予
測
及
び

評
価
を
行
う
こ
と
。

　

配
慮
書
の
手
続
を
終
え
る
と
、

事
業
者
は
配
慮
書
に
関
し
て
地
域

住
民
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
取
り
入

れ
て
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
方
法

を
検
討
し
た「
環
境
影
響
評
価
方

法
書（
方
法
書
）」
を
作
成
し
ま
す
。

　

方
法
書
の
段
階
で
は
、
事
業
者

は
作
成
し
た
方
法
書
を
縦
覧
等
で

公
表
し
て
環
境
保
全
の
見
地
か
ら

の
意
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、
説

明
会
の
開
催
も
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
が
提
出
し
た
意
見
書
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で「
環

境
影
響
評
価
」
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

大規模洋上風力発電事業
計画段階環境配慮書に関する

意見書を公表します

大規模洋上風力発電事業
計画段階環境配慮書に関する

意見書を公表します

大規模洋上風力発電事業
計画段階環境配慮書に関する

意見書を公表します

問合せ先 環境対策課環境保全係 ☎ ㉒ ２２１３

※
今
後
の
流
れ


